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Q5 責都道府県内のすべての市区町村の中で､第1期
から第4期までの定期接種対象者の接種費用は､
全額公費からの支出(被接種者の費用負担はなし)

とされていますか｡
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010貴都道府県において､1例以上の麻疹確定症例
が発生した場合､都道府県として迅連な対応を
とっていますか○
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貴都道府県において麻疹の患者が発生した場合の

検査体制に関してお答えください.

Q11医療機関で採取された検体を､検査を実施する
地方衛生研究所等に搬送する体制は構築されて
いますか.
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貴都道府県において麻疹の患者が発生した場合の

検査体制に関してお答えください○

Q12検査を実施する地方衛生研究所等では､迅速な
RT-PCR法による診断が可能ですか○
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霊都道府県において麻疹の患者が発生した場合の

検査体制に関してお答えください.

Q13集El発生が確認されず､他の麻疹患者との接触歴
が確認されない散発例に対して､地方衛生研究所等
におけるRT-PCR法による検査診断を実施しています
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東日本大震災により定期接種の実施に国難を生じた
市町村での具体的な困難内容(王権解答あり)
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厚生労働省の取組について

1 麻しんに関する特定感染症予防指針 (厚生労働省告示第445号)の策定

2 予防接種法施行令の一部を改正し､第3期及び第4期の予防接種を追加

3 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則を一

部改正し､麻しんを全数把握対象疾病に位置づけ

4 予防接種法施行令の一部を改正し､第4期の対象者に高校2年生相当を追

加

5 各種ガイ ドラインの策定

(1)学校における麻しん対策ガイ ドライン (平成20年3月)

(2)都道府県における麻しん対策ガイ ドライン (平成20年3月)

(3)医療機関での麻しん対応ガイ ドライン (平成20年 1月)

(4)麻しん排除に向けた積極的疫学調査ガイ ドライン (平成20年 1月)

(5)医師における麻しん届出ガイ ドライン (平成20年 1月)

6 接種の促進に関する通知

(1)個人通知の徹底､学校機関等との連携の強化､未接種者及び既羅患者の

確認調査を行った上での積極的な勧奨 (平成20年6月27日付け)

(2)平成20年4月-6月予防接種の実施状況調査の結果に基づく接種の勧

奨 (平成20年9月8日付け)

(3)平成20年4月～9月予防接種の実施状況調査の結果に基づく接種の勧

奨 (平成21年2月4日付け)

(4)夏休み期間を活用した接種の勧奨 (平成21年7月15日付け)

(5)平成21年4月～ 12月予防接種の実施状況調査の結果に基づく接種の

勧奨 (平成22年3月8日付け)

(6)夏休み期間を活用した接種の勧奨 (平成22年7月9日付け)

(7)平成21年度予防接種の実施状況調査の結果に基づく接種の勧奨 (平成

22年9月10日付け)

(8)麻しん風しんの第2期～第4期の予防接種における未接種者に対する勧

奨 (平成23年3月10日付け)

(9)夏休み期間を活用した接種の勧奨 (平成23年7月12日付け)

(10)平成22年度予防接種の実施状況調査の結果に基づく接種の勧奨 (平成



23年 9月21日付け)

7 麻しんによる各学校の休校等の状況を調査

(1)麻しん施設別発生状況に係る調査について (平成21年 3月6日付け事

務連絡)

(2)麻しん施設別発生状況に係る調査について (平成22年 3月17日付け

事務連絡)

(3)麻しん施設別発生状況に係る調査について (平成23年 3月16日付け

事務連絡)

8 麻しん患者の増加への注意喚起

(1)麻しん患者の増加について (平成22年 4月22日付け事務連絡)



予防接種法施行令の一部を改正する政令(平成23年政令第144号)の概要

1 改正の概要

麻しんの排除に係る国際的取組の状況を踏まえ､平成23年度に限り､麻しん及び風し

んの定期の予防接種の対象者を広げるO

また､平成 17年度から平成21年度にかけて日本脳炎の予防接種の積極的勧奨を差し
控えたことにより､接種機会を逸した者について､予防接種法施行令 (昭和23年政令第

197号｡以下 ｢政令｣という｡)で定める定期の予防接種の対象者に該当しない者につい
ても定期接種の対象者となるよう､改正を行う｡

さらに､東日本大震災の発生に伴い､定期の予防接種の対象年齢を過ぎてしまった者

について､一定期間は定期の予防接種を受けられるよう改正を行う0

2 改正内容
(1)麻しん及び風しんの予防接種について

麻しんの排除に係る国際的取組の状況を踏まえ､我が国から海外へ修学旅行や研修等

に行く高校生による麻しんの海外への持ち出し及び海外からの持ち込み等を防止する

ため､平成23年度において､高校3年生相当の年齢の者に加え高校2年生相当の年齢
の者についても､麻しんの第4期の定期接種の対象者とする｡

また､定期の予防接種においては､一般的に麻しんと風しんの混合ワクチンが用いら

れていることから､風しんについても同様の措置を講じる｡

(2)日本脳炎の予防接種について
平成17年度から平成21年度にかけての接種の積極的勧奨の差し控えにより日本脳炎
の予防接種を受ける機会を逸した者 (平成7年6月1日生まれ～平成19年4月1日生
まれの者)のうち､政令で定める定期の予防接種の対象者に該当しない者 (7歳6月以

上9歳未満の者及び13歳以上20歳未満の者)について､定期の予防接種の対象者とす
る｡

(3)東日本大震災の特例について

東日本大震災の発生に伴うやむを得ない事情により定期の予防接種の対象年齢を過ぎ

てしまった者について､平成23年8月31日までの間は､定期の予防接種の対象者とす
る｡

3 施行日
平成23年5月20日｡ただし､東日本大震災の発生に伴う特例措置の規定については､
平成23年3月11日に遡って適用する｡



健感発0310第2号

平成23年3月10日

各都道府県衛生主管部 (局)長 殿

厚生労働省健康局結核感染症課長

麻しん風しんの第2期 ･第3期 ･第4期の予防接種における

未接種者に対する積極的な勧奨等について (依頼)

標記については､かねてから貴管内市区町村に対し､積極的に接種の勧

奨を行うよう指導いただき厚く御礼申し上げます｡

さて､本年3月2日に ｢平成22年度定期の予防接種 (麻しん風しん第

2期～第4期)の実施状況の調査結果 (中間評価)｣について､別添1の

とおり公表したところですが､昨年4月 1日から12月31日までの麻し

ん予防接種実施状況の全国平均の接種率は､第2期が70.9%､第3期

が68.9%､第4期が58.8%であり､麻しん排除達成における指標

である接種率95%に届いていない状況です｡

未接種者-の接種勧奨の推進に当たっては､別添2のとおり平成23年

3月10日付け健感発0310第1号当職通知 ｢麻しん風しんの第2期 ･

第3期･第4期の予防接種における未接種者に対する積極的な勧奨等につ

いて (依頼)｣により､文部科学省スポーツ･青少年局学校健康教育課長､

高等教育局学生 ･留学生課長､生涯学習政策局生涯学習推進課長に対し､

第2期､第4期の対象者に関しては､入学手続きの機会等を利用して市町

村が実施する定期予防接種の機会に関する周知及び教育関係部局におけ

る衛生関係部局との接種勧奨に係る連携に関する協力等を依頼したとこ

ろです｡

未接種者における接種の確実な実施を期するためには､未接種者に関す

る状況の把握及び当該者に対する接種機会等に関する情報提供を通じた

積極的な勧奨が重要ですが､接種対象者の多くが教育機関に属しているこ

とから､教育関係部局との連携を密にして､引き続き接種勧奨に取り組ま

れるようお願い申し上げます｡



(別添1)

平成㌶年度12月未中間評価 都道府県別麻しん･風しん含有ワクチン接種率 接種対象群別結果一覧
(平成22年4月～12月)

平成22年12月夫時点

麻しん 第2期 第3期 第4期 風しん 第2期 第3期 第4期
(%) (%) (%) (%) (%) (%)

薄考毒毒筆濯昏要撃≒… 諌言蔓喜務等宗蝉 拳;裡 枢機 毎絡三溝饗凄婆膚賢も鐘等 i:;雷 喜;三雲準鰯 窮鰭雄熊 襲
1 北海道 64.9 61.6 58.71 北海道 64.9 61.6 58_8
2 青森県 67.5 80.5 71.3 2 青森県 67.5 80.5 71.3
3 岩手県 78.8 72.5 72.7 3 岩手県 78.8 72.5 72.8
4 宮城県 74,6 80.1 68.9 4 宮城県 74.6 80.2 69.0
5 秋田県 78.3 81.2 74.8 5 秋田県 78.3 81.3 74.9
6 山形県 73.8 80.2 78.6 6 山形県 73.8 80.2 78.6
7 福島県 70.3 68.5 58.6 7 福島県 70.3 68.5 58.6
8 茨城県 76.3 92.6 70.4 8 茨城県 76.3 92.6 70.4
9 栃木県 72.2 84.4 63.2 9 栃木県 72.2 84.4 63.2
10 群馬県 80_9 82.7 68.6 10 群馬県 80.9 82.7 68.7
ll 埼玉県 71.3 60.3 48.8 ll 埼玉県 71.3 60.3 48.9
12 千葉県 70.9 72.0 51.2 12 千葉県 70.9 72.1 51.4
13 東京都 68.3 62.6 44.3 13 東京都 68.3 62.7 44.4
14 神奈川県 61.9 59.0 37.6 14 神奈川県 61.9 59.1 37.7
15 新潟県 81.2 80.1 68.8 15 新潟県 81.2 80.1 68.8
16 富山県 77.3 87.7 79.4 16 富山県 77.3 87.7 79.5
17 石川県 77.5 80.3 74.1 17 石川県 77.5 80.3 74.1
18 福井県 82.6 88.5 81.4 18 福井県 82.6 88.5 81.5
19 山梨県 72.7 66.4 63.7 19 山梨県 72.7 66.4 63.8
20 長野県 76.2 80.6 63.7 20 長野県 76.2 80.7 64.0
21 岐阜県 78.8 78.5 72.5 21 岐阜県 78.8 78.5 72.6
22 静岡県 74.9 74.6 72.4 22 静岡県 74.9 74.7 72.4
23 愛知県 77.0 72.6 69.8 23 愛知県 77.0 72.6 69.8
24 三重県 77.2 67.4 65_1 24 三重県 77.2 67.4 65.1
25 滋賀県 71.8 62.5 57.7 25 滋賀県~ 71.8 62.5 58.1
26 京都府 77.9 84.3 57.8 26 京都府 77.9 84.3 57.9
27 大阪府 64.8 60.6 47.5 27 大阪府 64.7 60.5 47.4
28 兵庫県 69.4 67.4 61.5 28 兵庫県 69.4 67.4 61.6
29 奈良県 71.6 62.9 55.9 29 奈良県 71.6 62.9 55.9
30 和歌山県 75.9 76.3 65.2 30 和歌山県 75.9 76.3 65.2
31 鳥取県 73.7 64.8 64.8 31 鳥取県 73.7 64.8 64.9
32 島根県 79.3 74.5 70.4 32 島根県 79.3 74.5 70.3
33 岡山県 67.6 70.6 62.1 33 岡山県 67.6 70.6 62.2
34 広島県 64.5 65.8 59.6 34 広島県 64.5 65.8 59.7
35 山口県 71.6 69.5 65.2 35 山口県 71.6 69.5 65.2
36 徳島県 74.0 72.0 66.4 36 ･徳島県 74_0 72.0 66.4
37 香川県 78.8 74.4 70.2 37 香川県 78.8 74.4 70.2
38 愛媛県 .72.1 70.8 68.1 38 愛媛県 72.1 70.8 68.3
39 高知県※ 60.5 58.3 55.6 39 高知県 60.5 58.3 55.6
40 福岡県 66.3 55.5 54.1 40 福岡県 66_3 55.5 54.1
41 佐賀県※ 70.9 74ー2 76.7 41 佐賀県※ 70.9 74.2 76.7
42 長崎県 72.7 69.3 65.8 42 長崎県 72.7 69.3 65.8
43 熊本県 67.3 70_1 57.3 43 熊本県 67.3 70.1 57.3
44 大分県 68.7 63.5 61.4 44 大分県 68.7 63.5 61.5
45 宮崎県 62.9 69.2 66.0 45 宮崎県 62.9 69.2 66.0
46 鹿児島県 73.1 61.2 60.9 46 鹿児島県 73.1 61.2 60.9
47 沖縄県 71.9 66.4 57.0 47 沖縄県 71.9 66.4 57.1



平成22年度12月末中間評価 第2期 麻しん･庖しん含有ワクチン接種率(平成㌶年4月-12月)

･順位は､麻しんワクチン接種率⑤により表示している｡
平成22年12月末暗点

第2期

順位 都道府県 麻しん風しん MRワクチン接種者数(A):@ 麻しん単 風しん単 麻しんワクチン 風しんワクチン

ワクチン接種 抗原ワク 抗原ワク 接種率(%) 接種率(%)
対象者数 チン接種 テン接種 :⑤-(②+③)/ :⑥-(②+㊨)/
(人ー:の 音数(A):者数(人):の×100(刊×100

感 勇雛㌫恕全国7+-I;.蕊;/,;6怒ll.ー07.,891授章誘電毒筆才8雀沖70;≡潜妻発表登別三09L讃ささ怒き学芸害意三9.年…三,言宗旨築篭吉夢.芸等芸を謡等第70三93等雲萎狭怒級≦葵鶴野耽9三三
1福井県 7,343 6,068 0 0 82.6 82.6
2 新潟県 19,580 15,893 1 1 81.2 81.2
3 群馬県 18,241 14,751 2 2 80.9 80.9
4 島根県 6,062 4,805 0 0 79.3 79.3

5 岩手県 10,886 8,575 0 0 78.8 78.8岐阜県 18,877 14,882 1 2 78.8 78_8
香川県 9,227 7,269 1 0 78.8 78.8
8 秋田県 7,975 6,241 0 0 78.3 78.3
9 京都府 21,801 16,973 1 1 77.9 77.9
10 石川県 10,409 8,065 0 0. 77.5 77.5
ll 富山県 9,356 7,228 0 0 77.3 77.3
12 三重県 16,845 13,001 1 1 77.2 77.2
13 愛知県 70,439 54,231 3 2 77.0 77.0
14 茨城県 26,393 20,140 1 3 76.3 76.3
15 長野県 19,177 14,611 4 3 76.2 76.2
16 和歌山県 8,176 6,203 0 0 75.9 75.9
17 静岡県 34,370 25,744 3 1 74.9 74.9
18 宮城県 19,850 14,816 0 0 74.6 74.6
19 徳島県 6,349 4,697 0 0 74.0 74.0
20 山形県 9.773 7,216 0 0 73.8 73.8
21 鳥取県 5.145 3,790 0 0 73.7 73.7
22 鹿児島県 15.139 ll,063 0 0 73.1 73.1

23 山梨県 7.476 5,433 1 pO 72.7 72.7
長崎県 12.381 9,003 0 0 72.7 72.7
25 栃木県 17.269 12,473 1 2 72.2 72.2
26 愛媛県 ll,952 8,612 3 1 72.1 72.1
27 沖縄県 16.384 ll,781 1 2 71.9 71.9
28 滋賀県 14,075 10,097 4 4 71.8 71.8

29 奈良県 12,180 8.716 0 0 71.6 71.6
山口県 12,134 8.683 1 1 71.6 71.6
31埼玉県 63,074 44.979 3 6 71.3 71.3

32 千葉県 55,004 38.993 4 5 70.9 70.9
佐賀県※ 7,934 5.623 2 3 70.9 70.9
34 福島県 18,077 12,699 3 1 70.3 70.3
35 兵庫県 50,249 34,873 3 6 69.4 69.4
36 大分県 10,027 6.891 0 1 68.7 68.7
37 東京都 99,263 67.812 8 15 68.3 68.3
38 岡山県 17,425 ll,776 4 3 67.6 67.6
39 青森県 ll.045 7,458 2 1 67.5 67.5
40 熊本県 16.248 10,935 1 0 67.3 67.3
41福岡県 44.380 29,413 2 1 66.3 66.3
42 北海道 42.735 27,748 5 5 64.9 64.9
43 大阪府 75.080 48,604 13 8 64.8 64.7
44 広島県 . 25,549 16,471 2 2 64.5 64.5
45 宮崎県 10,301 6,476 0 0 62.9 62.9
46 神奈川県 79,944 49,453 28 ll 61.9 61.9
47 高知県※ 5,792 3,506 0 0 60.5 60.5



平成22年度12月未中間評価 第3期 麻しん･風しん含有ワクチン接種率(平成22年4月～12月)

･順位は､麻しんワクチン接種率⑤により表示している｡

平成22年12月末日寺点

第3期

順位 都道府県 麻しん風しんワクチン接種対象者数(人):① MRワクチン接種者数(人):② 麻しん単抗原ワクチン接種者数(人):a風しん単抗原ワクチン接種者数(人):a 麻しんワクチン接種率(%):⑤-(②+③)/①x100 風しんワクチン接種率(%):⑥=(②+④)/(D×100
橘油量登園豊新擁襲道東1､Sfl海7f3'59+駕泣き毒薬ま三825%,085添聯雪垂うりミ95崇琵宗等塚田懐き鰯讃整髪喜牽潔茸等言68:93議…デ敬三詣三雲諾治績6:9YOB蔓
1 茨城県 29,016 26,872 0 10 92.6 92.6
2 福井県 8,084 7,154 1 1 88.5■ 88.5
3 富山県 10,239 8,978 0 2 87.7 87.7
4 栃木県 18,960 16,007 0 ･0 84.4 84.4
5 京都府 23,290 19,626 3 5 84.3 84.3
6 群馬県 19,979 16,520 4 9 82.7 82.7
7 秋田県 9,696 7,874 1 4 81.2 81.3
8 長野県 21,502 17,337 2 8 80.6 80.7
9 青森県 13,509 10,875 0 5 80.5 80.5
10 石川県 ll,177 8,976 0 0 80.3 80.3
ll 山形県 ll,011 8,836 0 0 80.2 80.2

12 宮城県 21,660 17,354 0 8 80.1 80.2
新潟県 22,548 18,060 1 2 80.1 80.1
14 岐阜県 20,958 16,448 0 1 78.5 78.5
15 和歌山県 9,819 7,493 0 1 76.3 76.3
16 静岡県 36.089 26,934 2 10 74.6 74.7
17 島根県 6,636 4,944 0 0 74.5 74.5
18 香川県 9.331 6,940 0 3 74.4 74.4
19 佐賀県※ 9.099 6,748 0 2 74.2 74.2
20 愛知県 73.485 53.344 7 8 72.6 72.6
21 岩手県 12.547 9,095 0 1 72.5 72.5

22 千葉県 56.651 40,811 6 55 72.0 72.1
徳島県 7.142 5.141 0 0 72.0 72.0

'24 愛媛県 13.763 9,745 4 2 70.8 70.8
25 岡山県 l9.038 13.426 13 7 70.6 70.6
26 熊本県 17.800 12.478 2 6 70.1 70.1
27 山口県 13,380 9.301 0 2 69.5 69.5
28 長崎県 14,364 9.95tS 1 0 69.3 69.3
29 宮崎県 ll,609 8.030 2 2 69.2 69.2
30 福島県 20.255 13,870 0 4 68.5 68.5

31 三重県 18,394 12,395 1 2 67.4 67.4
兵庫県 54,880 36,979 1 15 67.4 67.4

33 沖縄県 17,006 ll,293 0 5 66.4 66.4
山梨県 8,874 5,891 1 5 66.4 66.4
35 広島県 27,375 18,000 0 6 65.8 65.8
36 鳥取県 5,528 3,582 0 0 64.8 64.8
37 大分県 ll,280 7,164 0 4 63.5 63T.5
38 奈良県 13,922 8,753 0 5 62.9 62.9
39 東京都 100,371 62,822 14 86 62.6 62.7
40 滋賀県 14,662 9,156 4 4 62.5 62.5
41 北海道 47,944 29,538 7 9 61.6 61.6
42 鹿児島県 16,903 10,343 0 1 61.2 61.2
.43 大阪庶 82,115 49,668 81 52 60.6 60.5
44 埼玉県 68,374 41,207 9 53 60.3 60.3
45 神奈川県 82,075 48,394 23 104 59.0 59.1
46 高知県※ 6,876 4,011 1 0 58.3 58.3
47 福岡県 48,143 26,716 4 10 55.5 55.5



平成㍑年度12月未中間評価 第4期 麻しん.風しん含有ワクチン接種率(平成㌶年4月-12月)

･順位は､麻しんワクチン接種率⑤により表示している｡
平成22年12月末日寺点

第4期

順位 都道府県 麻しん風しんワクチン接種対象者数(人):(》 MRワクチン接種者数(人):② 麻しん単抗原ワクチン接種者数(人):③ 風しん単抗原ワクチン接種者数(人):a 麻しんワクチン接種率(%):⑤-(②+③)/①×100 風しんワクチン接種率(%):⑥-(②+㊨)/①×100
違弼訪礎盤 園芸卵嚢賀さなぎ朝一113..74十 l∴l7t3.4糾ll+.∵.66ll表至芸対P.'48蕪芸弓昭等買雪…言表諒…毒蜜汚毒i581.8;≧こ汚毒重さ洋怒言;…芸濃讃讃Ŝ/8嘗鍛
1福井県 8,422 6,856 0 6 81.4 81.5
2富山県 10,159 8,068 2 5 79.4 79.5
3山形県 12,162 9,553 3 1 78.6 ･78.6
4佐賀県※ 9,623 7,381 1 4 76.7 76.7
5秋田県 10,823 8,090 4 14 74.8 74.9
6石川県 ll,461 8.490 3 7 74.1 74.1
7岩手県 14,102 10,259 0 1 72.7 72.8
8岐阜県 21,385 15,503 5 13 72.5 72.6
9静岡県 36,055 26,084 12 22 72.4 72.4
10青森県 14,680 10,465 0 6 71.3 71.3

ll茨城県 29,815 20,970 7 22 70.4 70.4
島根県 7,224 5,073 ll 3 70.4 70.3
13香川県 9,499 6,667 5 5 70.2 70.2
14愛知県 70,089 48,877 21 64 69.8 69.8
15宮城県 23,008 15,856 1 15 68.9 69.0
16新潟県 23.576 16,210 4 5 68.8 68.8
17群馬県 20.143 13,801 21 31 -68.6 68.7
18愛媛県 14.375 9,773 15 40 68.1 68.3
19徳島県 7.598 5,047 1 0 66.4 66.4
20宮崎県 12,302 8,114 6 4 66.0 66.0
21長崎県 16,101 10,592 5 5 65.8 65.8

22和歌山県 10.483 6,834 1 3 65.2 65.2
山口県 13,896 9,051 5 9 65.2 65.2
24三重県 18,779 12,227 1 6 65.1 65.1
25鳥取県 6,188 4.012 0 2 64.8 64.9

26山梨県 9,265 5.901 5 7 63.7 63.8
長野県 21,778 13.871 5 70 63.7 64.0
28栃木県 19,448 12.286 4 6 63.2 63.2
29岡山県 19,153 ll,872 19 34 62.1 62.2
30兵庫県 54,270 33,357 32 67 61.5 61.6
31大分県 ll,721 7,183 14 30 61.4 61.5
32鹿児島県 19,125 ll,638 1 8 60.9 60.9
33広島県 27,399 16,326 16 24 59.6 59.7
34北海道 52,065 30,497 64 99 58.7 58.8
35福島県 22.365 13,095 7 8 58.6 58.6
36京都府 23.212 13,417 9 23 57.8 57.9
37滋賀県 14.445 8,318 ll 70 57.7 58.1
38熊本県 19.207 ll,000 3 8 57.3 57.3
39沖縄県 17.663 10,067 1 ll 57.0 57.1
40奈良県 l4.578 8,141 5 13 55.9 55.9
41高知県※ 7,572 4,206 7 3 55.6 55.6
42福岡県 48.845 26.386 23 30 54.1 54.1
43千葉県 55,985 28,664 28 122 51.2 51.4
44埼玉県 68,279 33,292 40 129 48.8 48.9
45大阪府 78,593 37,196 120 92 47.5 47.4
46東京都 96,958 42.881 45 163 44.3 44.4
47神奈川県 79,867 29.957 68 174 37.6 37.7



r-~予てTP

文部科学省スポーツ ･青少年局

学校健康教育課長 殿

文 部 科 学 省 高 等 教 育 局

学生 ･留学生課長 殿

文部科学省生涯学習政策局

生涯学習推進課長 殿

(別添2)

健感発0310第1号
平成23年3月10日

厚生労働省健康局結核感染症課

麻しん風しんの第2期 ･第3期 ･-第4期の予防接種における

末接種者に対する積極的な勧奨等について (依頼)

本年3月2日に ｢平成22年度定期の予防接種 (麻しん風しん第2期～

募4期)の実施状況の調査結果 (中間評価)｣について､別添のとおり公

表したとこ.ろですが､昨年4月1日から12.月31日までの麻しん予防接
種実施状況の全国平均の接種率は､第2期が70.9%､第3期が68.

9%､第4期が58･80/.であり､麻しん排除達成をFおける指標で奉る接

種率95%に届いていない状況です｡
各年度の麻しんの定期予防接種の接種対象期限は3月31日までであ
り､未接種者においては､残りの期間に確実に接種することが重要である

ため､教育関係部局におかれましては衛生関係部局と連携を密にしていた

だき､麻しん風しんの第2期 ･第3期 ･/第4期予防接種未接種 ･未羅息の
者に対する接種期間に係る情報提供及び接種勧奨にご協力いただきます

ようお願い申し上げます｡

また､未接種者に対する接種勧奨の推進に当たり､小学校､大学等にあ

ってきま､平成23年度における入学手続きの機会等を利用して､平成22
年度における定期接種の対象者 (第2期 :平成16年4月2日～平成17

年4月1日､第4期 :平成4年4月2日～平成5年4月1日の間に出生し

た者)に対し､市区町村が実施する定期予防接種を受ける機会があること､

及び未接種の場合には入学前に接種を完了することが庖知されるよう引



き続きご協力お願い申し上げます｡

○国立感染症研究所感染症情報センターホームページ

｢自治体における接種勧奨の取組事例｣

http://idsc.nih.gojp/disease/measles/05.html
｢接種促進のための教育啓発ツール｣

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/02ムtml



健感発071皇第2号
平成23年7月12日

厚生労働省健康局結核感染症課長

各都道府県衛生主管部 (局)長 殿

麻しん風しんの第3期 ･第4期予防接種の促進について

予防接種行政につきましては､日頃よりご協力を賜り厚く御礼申し上げます｡
さて､標記の予防接種につきましては､平成23年度の接種対象者が､
第3期 :平成10年4月2日～平成11年4月1日に生まれた者
第4期 .平成5年4月2日-平成6年4月1日に生まれた者
となっており､あらためて､当該対象者への情報提供や接種勧奨による接種の促進
が必要となっているところです｡
当該対象者の大部分が学生 ･生徒であり､今後､夏季における休業に入ることが
見込まれ､授業が実施されている時期と比べ､接種を受けやすくなりますので､こ
の機会を利用して､未だ接種を受けていない者が接種を完了できるよう､市区町村
に対して､関係機関と協力の上積極的な接種勧奨を実施するよう指導方よろしくお
願いいたします｡
また､市区町村に対し､｢都道府県における麻しん対策会議のガイドライン｣に基
づき､麻しん風しんの第3期及び第4期に当たる者のうち､未接種及び末尾恵の者
の状況を把握したうえで､その者に対する接種の勧奨を実施するとともに､｢麻しん
対策の会議｣への協力が推進されるよう､周知徹底方よろしくお願いいたします｡
なお､関係機関における取り組みに資するよう､自治体における接種勧奨の取組
事例等について､国立感染症研究所感染症情報センターの下記ホームページに掲載
しておりますので､併せて周知いただきますようお願いいたします｡

記

厚生労働省ホームページ
都道府県における麻しん対策会議のガイドライン
http://ww.mhIw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou21/
dI/080328a.pdf

学校における麻しん対策ガイドライン
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou21/
dl/080410a.pdf

国立感染症研究所感染症情報センターホームページ
自治体における接種勧奨の取組事例
http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/05.html
接種促進のための教育啓発ツール
http://idsc.nih.go.jp/disease/measres/02.htnlI



健感発0712第3号
平成23年7月12日

厚生労働省健康局結核感染症課長

文部科学省スポーツ･青少年局
学校健康教育課長 殿

麻しん風しんの第3期 ･第4期予防接種の促進について (依渡)

予防接種行政につきましては､日頃よりご協力を賜り厚く御礼申し上げます｡
さて､標記の予防接種につきましては､平成23年度の接種対象者が､
第3期 :平成10年4月2日～平成11年4月1日に生まれた者
第4期 :平成5年4月2日-平成6年4月1日に生まれた者
となっており､あらためて､当該対象者への情報提供や接種勧奨による接種の促進
が必要となっているところです｡
このため､別添のとおり､各都道府県衛生主管部 (局)長あてに麻しん風しんの
第3期 ･第4期の対象者への積極的勧奨についての通知を発出したところです｡
当該対象者の大部分が学生 ･生徒であり､今後､夏季における休業に入ることが
見込まれ､授業が実施されている時期と比べ､接種を受けやすくなりますので､こ
の機会を利用して､未だ接種を受けていない者が接種を完了できるよう､各都道府
県教育委員会等を通じて､積極的な接種勧奨をお願いいたします｡
また､貴職より各都道府県教育委員会等に対し､｢学校における麻しん対策会議の
ガイドライン｣に基づき､麻しん風しんの第3期及び第4期に当たる者のうち､未
接種及び未罷愚の者の状況を把握した上で､その者に対して接種の勧奨を実施する
とともに､都道府県が設置する ｢麻しん対策の会議｣へ学校ごとの接種率が情報提
供されるなどの協力が推進されるよう､周知徹底方よろしくお願いいたします｡
なお､関係機関における取り組みに資するよう､自治体における接種勧奨の取組
事例等について､国立感染症研究所感染症情報センターの下記ホームページに掲載
しておりますので､併せて周知いただきますようお願いいたします｡

記

厚生労働省ホームページ
都道府県における麻しん対策会議のガイドライン

http://www.mhIw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou21/
dl/080328a.pdf

学校における麻しん対策ガイドライン
http.//www.mhlw.gojp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou21/
dl/080410a.pdf

国立感染症研究所感染症情報センターホームページ
自治体における接種勧奨の取組事例
http://idsc.nih.go.jp/disease/measres/05.html
接種促進のための教育啓発ツール
http://idsc.nih,go.J'p/disease/measles/02.htmI



健感発0921第1号

平成23年9月21日

各都道府県衛生主管部 (局)長 殿

厚生労働省健康局結核感染症課長

麻しん風しんの第3期 ･第4期の予防接種の促進について (依頼)

標記の予防接種については､平成24年までに麻しん排除に向けた経過

措置として､中学1年生と高校3年生に相当する年齢の者に対して､平成

20年度から5年間を麻しんの排除のための対象期間として時限的に実

施しているところであり､各都道府県衛生主管部局におかれては､貴管内

市区町村に対し､積極的に接種の勧奨を行うよう指導していただいている

ことと存じます｡

さて､本年8月5日付で公表した別添の ｢平成22年度定期の予防接種

(麻しん風しん第1期～第4期)の実施状況の調査結果｣によると､全国

平均の接種率は､第3期が87.2%､第4期が78.8%であり､この

まま推移すれば､麻しん排除の目標であるところの接種対象者の接種率9

5%の達成が危倶される状況であります｡
ついては､このような状況を改善するための対策を早急に講じる必要が

あることから､｢麻しん対策会議｣等を開催し､学校機関に対して本年9

月未時点での接種状況の確認､末接種未雁息の者に対して積極的な勧奨を

行うよう協力の要請､また､市区町村に対して､再度の個別通知の徹底及

び電話による積極的勧奨等の実施について､ご指導方よろ しくお願い申し

上げます｡

なお､保護者に対しては､予防接種に関する十分な普及啓発を行うなど､

子どもたちが予防接種を受けやすい環境を整備し､麻しん風しんの第3

期 ･第4期の接種対象者のうち､未接種末席息の者については､早期のう

ちに接種が実施されるよう､さらなる接種の促進につき､ご協力方お願い

申しあげます｡

(参考資料)

1 2010年度麻しん風しんワクチン接種率

･2 学校における麻しん対策ガイ ドライン (抜粋 :積極的勧奨のスケジ

ュール)



参考資料1
総合表:都道府県別麻疹ワクチン接種率 2010年度最終評価 接種対象

2010年4月1日-2011年3月31日
No.都道府県 票lEEl 第2期 第3期 第4期

1北海道 97.9 91.9 82.5 78.6
2青森県 95.3 93.6 92.3 86.3
3岩手県 93.9 94.1 89.0 88.6
4宮城県 91.9 91.4 86.9 78.7
5秋田県 97.5 96.0 94.4 90.0
6山形県 96.5 94.1 93.8 91.8
7福島県 91.7 90.3 83.9 78.6
8茨城県 95.8 93.8 96.5 83.7
9栃木県 96.7 92.9 94.7 84.1
10群馬県 93.2 93.4 92.6 82.1
ll埼玉県 95.8 93.4 86.5 75.0
12千葉県 96.1 92.0 91.2 74.8
13東京都 94.5 90.2 83.9 67.0
14神奈川県 94.8 88.4 80.5 62.6
15新潟県 97.3 96.9 95.1 90.6
16富山県 96.9 95.6 96.2 90.4
17石川県 97.2 93.4 92.9 87.4
18福井県 97.7 95.6 95.2 90.0
19山梨県 96.7 92.2 85.9 80.0
20長野県 95.2 94.3 93.3 85.6
21岐阜県 97.0 92.0 91.5 85.5
22.静岡県 97.0 92.2 88.6 83.0
23愛知県 97.8 93.8 87.8 84.5
24三重県 95.0 93.6 87.7 85.9
25滋賀県 98.4 91.5 84.6 78.3
26京都府 95.9 95.3 94.1 79.1
27大阪南 95.1 90.8 83.4 71.7
28兵庫県 96.8 91.7 87.2 81.0
29奈良県 91.3 91.1 84.3 80.4
30和歌山県 95.2 94.0 92.3 85.9
31鳥取県 96.4 92.4 91.0 87.7
32島根県 95.1 95.6 92.9 90.3
33岡山県 96.0 93.7 89.9 83.8
34広島県 96.3 92.0 85.0 78.7
35山口県 96.7 91.1. 89.0 85.0
36徳島県 99.6 93.4 89.7 84.2
37香川県 96.3 95.0 89.5 84.5
38愛媛県 96.5 95.1 88.8 83.6
39高知県 94.1 90.5 85.1 79.9
40福岡県 95.0 92.6 80.5 77.9
41佐草県 97.3 92.9 91.2 90.0
42長崎県 93.8 92.4 88.8 85.6
43熊本県 94.6 93.8 91.9 85.1
44大分県 92.7 92.1 89.7 83.7
45宮崎県 96.0 91.4 89.7 84.5
46鹿児島県 93.8 90.4 79.9 79.4
47沖縄県 92.2 90.4 81.3 75.6



表1-12010年度 第1期 麻しん風しんワクチン接種率全国集計結果 2011年3月31日現在､最終評価
順位は麻しんワクチン接種率⑤に基づく
接種対象者数①は､2010年10月1El現在の第1期対象者の歎､②､③､④は2010年度における捷種者の数
MRワクチン:席しん風しん混合ワクチン

2010年度 第1期

順位 都道府県 第1期

淋しん風しんワクチン接種対象者数(人):① MRワクチン##%#(人):② 麻しん羊抗原ワクチン接種者A(A):@ 風しん羊抗原ワクチン接種者歎(人):㊨ 麻しんワクチン捷確率(%):⑤-(②+③)′①×100 風しんワクチン接種率(%):㊨-(②+㊨)/①×100
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35神奈川県 80580 76367 25 26 948 94.8
36熊本県 16,288 15414 0 0 946 946
37東京都 108.199 102.201 52 26 945 945
38高知県 5,612 5.28T 0 0 941 941
39岩手県 9952 9349 0 1 939 940

40長崎県 12244 ll488 0 1 938 938
鹿児島県 15,123 14179 0 0 938 938
42群馬県 17,084 15906 ll 3 932 931
43大分県 10.113 9368 2 2 927 927
44沖縄県 16.877 15560 8 7 922 922
45宮城県 19256 17704 1 1 919 919
46福島県 16,439 15080 0 0 917 917

※ 各接種率は､小数点第二位以下を四捨五入



表1-22010年度 第2期 麻しん風しんワクチン接種率全国集計結果 2011年3月31日現在.最終評価
順位は麻しんワクチン捷積率⑤に基づく
接種対象専政①臥 2010年4月1日現在の第2期対象者の牧.②､③､④は2010年度における捜種者の散
MRワクチン:席しん風しん混合ワクチン

2010年度 第2期

頼位 都道府県 第2期

府しん風しんワクチン接種対象者数(A):@ MRワクチン接種専政(人):② 席しん単抗原ワクチン接種著&(A):@ 風しん単抗原ワクチン接種者A(A):@ 麻しんワクチン##*(%):⑤=(②+③)′①×100 風しんワクチン播種平く%):㊨-(②+㊨)/①×100
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驚緋 ;相 磯凝瀦紳 1子9.35 ; ● W 2* .撹* 96i9% ●9ぷ
'8 2:j秋田県熟絞 -- ● 眺 義盛蓮 姦‡臓 毛麟撃聯 鷲≦防誓砺蔓綴喜療顧遜親 0㌔
J損階 : +6 欄 99箪開 襟 簿 陶 器W gIS誓頓撃済 曙
雷 __砺措8襲絹 響哉975 済蛮地 磁銚厳 一一泌茂 ‡g●沿路撃琴済 節減等 ●6㌢
欄 射 ∵;十茄341十 ○●暖機 嚢 -∴∵;(ト淑 子や95 機 勝

捌 ま卿府 三∵ .1179 憲欄 2侃 昏5畿治産熟樹 轟十十､で二㌧2W g5%3%柵 gf3+
ぺ̀7…重積漂際 ∵∵∴11;931+∴+ 11頒42こ銘桑職 雛 済瞭王 ∵ r∴1+∵ニ∵ 9L51+∴ご∵∵喜ぶ泊.1∵
9長野県 19,348 18,235 7 3 94.3 943

10山形県 9,780 9,207 0 0 94.1 941
岩手県 10.839 10,197 0 0 94.1 941
12和歌山県 8,208 7,716 1 0 -94.0 940

13愛知県 70,453 66.094 10 6 93.8 938熊本県 16,257 15,251 1 0 93.8 938
茨城県 26,397 24,744 4 5 93.8 938
16岡山県 17,659 16,543 5 4 93.7 937

17青森県 ll,061 10,355 2 2 93.6■ 936
三重県 16,830 15,753 1 1 93.6 936

19徳島県 6.345 5.929 0 0 93.4 934石川県 10.394 9.710 0 0 93.4 934
群馬県 18.257 17.042 9 2 93.4 934
埼玉県 63.187 58.981 7 10 93.4 934

23栃木県 17.926 16.658 1 2 92.9 929
佐賀県 7.931 7.359 5 3 92.9 928
25福岡県 44.399 41.114 1 2 92.6 926

26鳥取県 5.180 4.786 0 0 92.4 924
長崎県 12.394 ll.446 1 0 92.4 924

28山梨県 7.469 6.889 1 0 92.2 922
●静岡県 34,139 31.467 3 2 92.2 922
30大分県 10.108 9,311 0 1 92.1 921

31千葉県 55,152 50,743 5 8 92.0 920岐阜県 19.041 17,510 4 2 92.0 920
広島県 25,579 23.518 3 3 92.0 920
34北海道 42,714 39.237 6 9 91.9 919
35兵庫県 50.410 46.196 5 8 91.7 917
36滋賀県 14,194 12.978 4 6 91.5 915

37宮崎県 10,183 9.311 0 0 91.4 914
宮城県 19.694 18.002 ･0 0 91.4 914

39山口県 ll,998 10.934 1 1 91.1 911
奈良県 12.090 ll.009 1 2 91.1 911
41大阪腐 77.251 70.136 23 21 90.8 908
42高知県 5.900 5.341 0 0 90.5 905

43沖縄県 16,447 14,871 3 1 90.4 904
鹿児島県 15,161 13.701 0 0 90.4 904
45浦島県 17,894 16.162 0 0 90.3 903
46東京都 99,546 89,746 17 26 90.2 902

※ 各接種率は.小数点第二位以下を四捨五入



表1132010年度 第3期 麻しん風しんワクチン接種率全国集計結果 2011年3月31E3現在､最終評価
順位は麻しんワクチン接種率⑥に基づく
接種対象者数①臥 2010年4月1日現在の第3期対象者の致､②､③､④は2010年度における接種寺の軌
MRワクチン:麻しん風しん混合ワクチン

2010年度 第3期

順位 都道府県 第3期

麻しん風しんワクチン接種対象着払(人):① MRワクチン接種者数(人):② 麻しん羊抗原ワクチン接種者A(A):@ 風しん単抗原ワクチン接種者A(A):@ 麻しんワクチン捷糧平(㌔):㊨-(②+③)′①×100 風しんワクチン捷理事(%):⑥=(②+@)/@x100ー:一+鮒 00洛∝隆･ e一句●: 0諏 潤 ; . :i-感謝嚢毒茨城鼎轍轍9犯蜜際鏡郷 鰍 叢跳 ぶ1-2義 9j5漢率瀦葦帯封河援郷t山掛〇一 樹 81宅礎藁% 0%捌 9j2小去瑚6遜≧郷欄 8㈱ ●○ 漂済 警翻 欝 滞済 2∵撃狩野郷 環
* #簡 釧 暖 一争 % & ミポ∵∴湖 珊 9n1凝珊 滞9髭1㌢
5栃木県 19.124 18,107 1 0 947 94.7
6秋田県 9,681 9,134 1 6 944 94.4
7京都府 23.289 21,919 5 7 941 94.1
8山形県 ll.009 10,322 0 0 938 93.8
9長野県 21.402 19.963 5 ll 933 93.3

10石川県 ll,173 10,382 0 2 929 92.9
島根県 6,633 6,160 0 1 929 92.9
12群馬県 19,976 18.495 6 14 926 92.7

13和歌山県 9.824 9,070 0 1 923 92.3
青森県 13,491 12,449 0 5 923 92.3
15熊本県 17,744 16,300 2 8 919 91.9
16岐阜県 20,975 19,192 0 3 915 91.5

17佐賀県 9,089 8,292 0 2 912 91.3
千葉県 56.715 51.691 8 65 912 91.3
19鳥取県 ･5,541 5,044 0 4 910 91.1
20岡山県 19,230 17,269 18 16 899 89.9

21大分県 ll,321 10,154 2 4 897 89.7徳島県 7,161 6.420 0 1 897 89.7
宮崎県 ll.471 10,280 4 3 897 89.6
24香川児 . 9.556 8.556 1 6 895 89.6

25山口県 13.382 ll.907 0 3 890 89.0
岩手県 12.534 ll.151 0 2 890 89.0

27長崎県 14.462 12.841 2 1 888 88.8
愛嬢県 13.814 12.255 5 5 888 88.8
29静岡県 36.070 31.955 4 12 886 88.6
30愛知県 73.507 64,563 8 13 878 87.9
31三重県 18.391 16.133 2 3 877 87.7
32兵庫県 55.073 48,016 2 22 872 87.2
33宮城県 21.626 18,788 0 7 869 86.9
34埼玉県 68.168 58,968 16 100 865ー 86.7
35山梨県 8,858 7,606 1 ll 859 86.0
36高知県 6.870 5.843 1 2 851 85.1
37広島県 27.494 23.349 ll 8 850 85.0
38茸翼県 14,701 12,437 6 4 846 84.6
39奈良県 13.905 ll,721 1 6 843 84.3

40東京都 100,305 84,143 28 112 839 84.0
福島県 20.251 16,992 0 4 839-+ 83.9
42大坂府 84,651 70,530 106 84 834 83.4
43北海道 47,855 39,476 13 13 825 82.5
44沖縄県 16,835 13.695 0 14 813 81.4

45神奈川県 82.293 66.187 39 164 805 80.6
措同県 48.176 38.765 5 16 805 80.5

※ 各捷理事は､小数点第二位以下を四捨五入



表1142010年度 第4期 麻しん風しんワクチン接種率全国集計結集 2011年3月31日現在､最終評価
順位は麻しんワクチン接種率⑥に基づく
接種対象者数①は､2010年4月lEl現在の第4期対象者の軌､②､③､④は2010年度における接種者の数
MRワクチン:麻しん風しん混合ワクチン

2010年度 第4期

顧位 都道府県 第4期

麻しん風しんワクチン捜種対象者救(人):① MRワクチン接種著敷(人):② 席しん阜抗原ワクチン捷種者&(A):@ 風しん阜抗原ワクチン接種者A(A):@ 麻しんワクチン捷確率(%):⑤-(②+③)′①×100 風しんワクチン##*(%):⑥=(②+㊨)′①×100

1山形県 12.148 ll,142 4 1 91.8 91.7
2新潟県 23.506 21.300 4 12 90.6 90.7
3富山県 10.156 9.180 4 16 90.4 90.5
4島根県 7.222 6,508 12 3 90.3 90.2
橋井県 8.388 7,553 0 6 90.0 90.1
5秋田県 10.676 9,600 7 21 90.0 90.1
佐賀県 9.569 8.606 3 7 90.0 90.0
8岩手県 13.983 12.383 1 3 88.6 88.6
9鳥取県 6.186 5.423 0 3 87.7 87.7
10石川県 . ll.462 10.012 6 12 87.4 87.5
ll青森県 14.651 12.642 1 6 86.3 86.3

12和歌山県 10.413 8.947 2 4 ■85.9 86.0
三重県 18.626 16.000. 4 10 85.9 86.0

14長崎県 16,097 13.764 14 8 85.6 85.6
長野県 21,530 18.404 16 85 85.6 85.9
16岐阜県 21.452 18.325 7 14 85.5 85.5
17熊本県 19.081 16.232 5 16 85.1 85.2
18山口県 13.766 ll.699 5 10 85.0 85.1
愛知県 70.165 59.250 30 97 84.5 84.6
19香川泉 9,377 7.913 8 9 84.5 .84.5
宮崎県 12,163 10.261 ll 6 84.5 84.4
22徳島県 7,619 6,414 1 1 84.2 84.2
23栃木県 19.671 16.532 4 9 84.1 84.1
24岡山県 18,843 15.763 32 63 83.8 84.0

25大分県 ll,671 9,740 31 42 83.7 83.8
茨城県 29,869 24,988 10 30 83.7 83.°8
27愛捷県 14,484 12.082 22 65 83.6 ･83.9
28静岡県 35,903 29,776 13 28 83.0 83.0
29群馬県 20.226 16,565 31 35 82.1 82.1
30兵オ県 54,615 44.168 p55 101 81.0 81.1
31奈良県 14,590 ll,718 7 21 80.4 80.5
32山梨県 9.468 7,564 8 8 80,0 80.0
33高知県 _7.389 5,893 13 9 79.9 79.9
34鹿児島県 18.810 14,931 2 ll 79.4 79.4
35京都府 23.245 18.345 43 44 79.1 79.1

36広島県 27.524 21.625 36 33 78.7 78.7
●宮城県 22.766 17.905 3 14 78.7 78.7

38福島県 22.192 17.429 6 8 78.6 78.6
●北海道 51.415 40.301 98 132 78.6 78.6
40滋賀県 14.390 ll.251 21 98 78.3 78.9
41福岡県 48.706 37.919 37 59 77.9 78.0
42沖縄県 17,479 13.204 3 21 75.6 75.7
43埼玉県 68.510 51.337 59 239 75.0 75.3
44千葉県 55.814 41.706 46 181 74.8 75.0
45大阪腐 81.684 58.371 228 191 71.7 71.7
46東京都 97.528 65.294 67 274 67.0 67.2

※ 音捜種率は､小数点第二位以下を四捨五入



定期予防接種の年度別対象者

I---一一-一一一 ･高校3年生に相当する年齢のp者 "

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

従来から就学時健康診断において行われている麻しん雁息歴及び第1期と第2期の予防接種

歴の確認及び接種していない場合の第2期定期接種の指導に加え､学校での麻しん発生及び流

行を予防するため､平成20年4月以降は学校と設置者が連携して第3期と第4期に該当する生

徒に対して予防接種の積極的勧奨を行うことが求められる｡文部科学省､厚生労働省では､各

学校で積極的勧奨に用いる資料として､平成20年4月に次のリーフレットを配布しているO

∴ :･ :.∴ ' ･ ･

また､予防接種の実施は市町村の保健部局の業務であるが､在籍する児童生徒が予防接種を

受けやすい環境作りとして､学校の場を保健部局に捷供し､接種を行うことも考えられる｡こ

の場合､予防接種は｢定期の予防接種実施要領｣(巻末抜粋)に従い､保健部局の責任において行

われるが､学校も接種時間の調整､会場の設営､保護者への説明の協力などが求められる｡設

置者とともに､実施責任主体である保健部局との連携･協力を進めることが望ましいD

棚 のスケジュール

【中学1年生に対する積極的勧奨】

中学1年生については､その保護者を勧奨の最終由な対象とする｡

①接種不適当者に該当する場合を除いた全員書を積極的勧奨の対象とし､年度末には接種不適当

等の理由がある場合を除いて､全員が接種を受けていることを目標とする｡

②可能な限り4-6月中に予防接種を受けるよう勧奨する｡(重点的に接種を勧める期間)

③夏期休暇までに予防接種を受けたかどうかの確認を行い､接種不適当等の理由がない場合に

は､夏期休暇中に受けておくよう再度の勧奨を行う｡

④③で勧奨を行った者および③の確認以降に転入した児童生徒に対しては､9月末に予防接種

を受けたかどうかを再度確認し､接種不適当等の理由がない場合には､再 度々の勧奨を行うO

⑤④で勧奨を行った者および9月末の確認以降に転入した生徒に対しては､翌年2月末に予防

接種を受けたかどうかを再々度確認し､接種不適当等の理由がない場合には､3月未までに

予防接種を受けるよう最後の勧奨を行う｡



学校[=おlj-る廃しん対策ガイドライン

【高校3年生に対する積極的勧奨】
高校3年生については､生徒本人に予防接種の意味を理解させるとともに､本人及びその保

護者を勧奨の対象とする｡

①接種不適当者に該当する場合を除いた全員'を積極的勧奨の対象とし､年度末には接種不適当

等の理由がある場合を除いて､全員が接種を受けていることを目標とする｡

②可能な限り4-6月中に予防接種を受けるよう勧奨する｡(重点的に接種を勧める期間)

③夏期休暇までに予防接種を受けたかどうかの確認を行い､接種不適当等の理由がない場合に

は､夏期休暇中に受けておくよう再度の勧奨を行う｡

④ ③で勧奨を行った者および③の確認以降に転入した生徒に対しては､9月末に予防接種を受

けたかどうかを再度確認し､接種不適当等の理由がない場合には､再々度の勧奨を行う｡

⑤ ④で勧奨を行った者および③の確認以降に転入した生徒に対しては､11月末に予防接種を受

けたかどうかを再々度確認し､接種不適当等の理由がない場合には､3度目の勧奨を行う｡

*これまでに麻しんおよび風しんの両方に構ったことが確実な老あるいは､これまでに麻しんおよび風しんに

対する予防接種をそれぞれ2回受けていることが記録に基づいて確認できる者については積極的勧奨の対象

ではないが､具体的な予防接種の接種年月日又は雁息年齢などを含めた確実な情報を記憶に頼らず母子健康

手帳などを見て確認してもらうことが望ましい｡不確実な場合は､積極的勧奨の対象とする｡

積榎的勧奨のスケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10白 11日 12月 1月 2月 3月 4月

敬奨の時期 ㌔-重点的接種勧奨 .～ ･,㌔:L夏∴三∫J'期休, 暇 調査を湾ま:A.ての接種勧奨え.冬期休暇 L̂A..〟予童防;接;寡 春期休暇

厚慧 ′
l･暦 夏悪露

調査の時期 I.-L+

乾 季禦 年生 二 き
4日 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12胃 1月 2月 3月 4月

葡異の時期 I 一 開 音夏期 h問責を飴まえ.ての抜穂勧英感 悪霊画 嘉

k ..王点申接種勧奨

-;▲三,3.;:.-{=亨,.I;二 予防接書過間;卒'業…式

調査の時期 6 ｣_FHや 休暇鞭 夜 露I+> A[''l干 休暇

4



健感発0921第2号

平成23年9月21日

文部科学省スポーツ ･青少年局

学校健康教育課長 殿

厚生労働省健康局結核感染症課長

麻しん風しんの第3期 ･第4期の予防接種の促進について (依頼)

標記の予防接種については､平成24年までに麻しん排除に向けた経過

措置として､中学 1年生と高校3年生に相当する年齢の者に対して､平成

20年度から5年間を麻しんの排除のための対象期間として時限的に実

施しているところでありますが､貴職におかれましては､各都道府県教育

関係部局等に対し､積極的に接種の勧奨を行 うようご指導を賜り､ご協力

に対して深く感謝申し上げます｡

さて､本年8月5日付で公表した別添の ｢平成22年度定期の予防接種

(麻しん風しん第 1期～第4期)の実施状況の調査結果｣によると､全国

平均の接種率は､第3期が87.2%､第4期が78.8%であり､この

まま推移すれば､麻しん排除の目標であるところの接種対象者の接種率9

5%の達成が危倶される状況であります｡
ついては､このような状況を改善するための対策を早急に講じる必要が

あることから､当職より､各都道府県衛生主管部 (局)長に対し､｢麻し

ん対策会議｣等を開催し､学校機関に対して本年 9月末時点での接種状況

の確認､末接種未雁息の者に対して積極的な勧奨を行うべく､協力の要請

をするよう依頼したところです｡

麻しん対策の推進においては､自治体における衛生主管部局と教育関係

部局の連携が不可欠なため､貴職におかれましても､各都道府県教育関係

部局等に対し､円滑な連携体制をとりつつ､学校機関等において､接種状

況を確認し､積極的な接種勧奨が実施されるよう､ご指導いただけますよ

うご協力お願い申しあげます｡

(参考資料)

1 2010年度麻しん風しんワクチン接種率

2 学校における麻しん対策ガイ ドライン (抜粋 :積極的勧奨のスケジ

ュール)



文部科学省の取組について

1 学校における麻 しん対策ガイ ドラインの策定 (平成20年3月)

2 麻 しん風 しん定期予防接種勧奨リーフレッ トの作成､送付 (平成21年3月､平

成22年 3月､平成 23年3月)､タイアップポスター作成の企画 ･協力 (平成

22年度)

3 健康教育行政担当者連絡協議会における麻 しん対策についての説明 (平成21年

6月､平成 22年6月､平成 23年6月)

4 接種の促進に関する通知 ･事務連絡

(1)未接種者 ･既罷患者の確認調査を実施 した上での積極的な接種の勧奨 (平成2

0年7月3日付け)

(2)地域保健部局等との連携､接種状況の確認調査を実施 した上での積極的な接種

の勧奨､および都道府県の麻 しん対策会議等への協力依頼 (平成20年9月 1

7日付け)

(3)就学時の健康診断や大学等の入学手続の機会等を活用 した第 2･3 ･4期予防

接種の未接種者に対する積極的な勧奨依頼 (平成21年2月20日付け)

(4)麻しん及び成人麻 しんの施設別発生状況に係る調査について (平成21年3月

9日付け)

(5)地域部局等との連携､夏期休暇中の接種の勧奨､都道府県の麻 しん対策会議等

への協力依頼 (平成21年7月16日付け)

(6)就学時の健康診断や大学等の入学手続の機会等を活用 した第2 ･3 ･4期予防

接種の未接種者に対する積極的な勧奨依頼 (平成 22年3月9日付け)

(7)麻 しんの施設別発生状況に係る調査について (平成 22年3月23日付け)

(8)地域部局等との連携､夏期休暇中の接種の勧奨､都道府県の麻しん対策会議等

-の協力依頼 (平成 22年7月 13日付け)

(9)平成 21年度予防接種の実施状況調査の結果に基づく接種の勧奨 (平成22年

9月21日付け)

(10)麻しんの施設別発生状況に係る調査について (平成23年3月 17日付け)

(ll)麻 しん風 しんの第 2期 ･第 3期 ･第 4期予防接種の未接種者に対する積極的

な勧奨等について (平成 23年 3月 18日付け)

(12)麻 しん患者の増加について (平成 23年4月22日付け事務連絡)

(13)麻 しん風 しんの第 3期 ･第 4期予防接種の促進について (平成 23年 7月2

0日付け)

(14)麻 しん風 しんの第 3期 ･第4期の予防接種の促進について (平成 23年9月

28日付け)

(15)就学時の健康診断の実施について (平成 23年 9月28日付け事務連絡)



lはしか(麻しん)や風しんってどんな病気?
はしか(麻しん)は､ウイルスに感染した後､約10-12田間を経て､熟･せき･鼻水な

どの症状が出はじめます｡数日すると､菖すじ･顔から赤い発しん(ぶつぶつ)が出は

じめ､熱も高熱となり発しんは全身に広がります｡38-39℃台の熟は1週間から10

日程度続くことがあります｡とてもうつりやすく､免疫がないと大人もかかります｡

はしか(麻しん)にかかると肺炎や脳炎を引き起こすことがあり､1,000人に1人程

度の割合で命を落とすことがあります｡さらに､10年ほどしてから｢亜急性硬化性全

脳炎｣という重い脳炎が10万人に1人の割合で発生することが知られていますo

風しんも､発熱と全身に淡い発しんがでる感染症です｡症状は､はしか(麻しん)よ

り軽いですが､妊婦さんが妊娠初期にかかると､おなかの中の赤ちゃんが感染し､心

臓の病気になったり､目や耳に障害を生じたりすることがあります｡この病気を､｢先

天性風しん症候群｣と言います｡

lはしか(麻しん)や風しんの予防は?はしか(麻しん)･風しんの予防は､予防接種を受けることです!

成人のはしか(麻しん)患者

写7t捷供国立惑染症研究所感染荘ft稚センター

現在は､はしか(麻しん)と風しんの両方を予防する麻しん風しん混合ワクチンがあります｡

はしか(麻しん)にかからないようにするためには､2回の接種を受けることが大切です｡

l予防接種の費用は?住んでいる市区町村が､負担してくれます｡

一般に､はしか(麻しん)･風しんの予防接種を受けるには､1万円から2万円程度の費用がかかりますが､中学1年生

の1年間に関り､住んでいる市区町村から通常かかる費用の全部または一部についての助成を受けることができます｡

費用や接種を受ける方法については､お住まいの市区町村にお問い合わせくださいO

l就職や進学のときに必要ですか?必要な場合があります｡

医療･福祉や教育･保育関係などの職業に就く人には､自らが感染源にならないようはしか(麻しん)や風しんに対

する免疫を持っていることが求められます｡

このような職業に就くために必要な実習への参加の際には､はしか(麻しん)に対する免疫を持っていることが条件

となることがありますので､合計2回の予防接種を済ませておくことが大切です｡

また､アメリカの学校では､入学の際に､はしか(麻しん)や風しんの予防接種を2回済ませていることが求められて

います｡

l外国ではしか(麻しん)になると大変って本当ですか?非常に大変です!

国によっては滞在中にはしか(麻しん)になると､感染の拡大防止

のため､発症した本人の移動制限だけでなく､同行者の移動も厳し

く制限されることがあります｡



i:]'[:3文部科学省 e)厚生労働省



lはしか(麻しん)や風しんってどんな病気なの?
はしか(麻しん)は､ウイルスに感染した後､約10-12日間の無症状の期間(潜伏期)を経

て､熟･せき.鼻水などの症状が出はじめます.数E]すると､菖すじ.顔から赤い発しん(ぶつ

ぶつ)が出はじめ､熱も高熱となり発しんは全身に広がります｡38-39℃台の熟は1週間か

ら10日程度続くことがあります｡とてもうつりやすく､免疫がないと大人もかかります｡

はしか(麻しん)にかかると肺炎や脳炎を引き起こすことがあり､1000人に1人程度の

割合で命を落とすことがあります｡さらに､10年ほどしてからr亜急性硬化性全脳炎｣と

いう重い脳炎が10万人に1人の割合で発生することが知られています｡

風しんも､発熱と全身に淡い莞しんがでる感染症です｡症状は､はしか(麻しん)より軽

いですが､妊婦さんが妊娠初期にかかると､おなかの中の赤ちゃんが感染し､心巌の病気

になったり､目や王引こ障害を生じたりすることがありますoこの病気を､｢先天性風しん症

候群Jと言います.

l

はしか(麻しん)の発しん

成人のはしか(府しん)患書

写天提供 国立感染症研究所感染症確報センター

はしか(麻しん)や風しんは予防することができるの?
はしか(麻しん)･風しんの予防は､予防接種を受けること!

現在は､はしか(麻しん)と風しんの両方を予防する麻しん風しん混合ワクチンがあります.

1人1人が確実に､はしか(麻しん)にかからないようにするためには､2回の接種を受けること

が大切です｡

l
予防接種ってお金がかかるの?
住んでいる市区町村が､負担してくれます｡

一般に､はしか(麻しん)･風しんの予防接種を受けるには､1万円から2万円程度の費用がかかりますが､高校3年生の

1年間に限り､住んでいる市区町村から通常かかる費用の全部または一部についての助成を受けることができます｡

l就職や進学のときに必要なの?必要な場合があります｡

医療･福祉や教育･保育関係などの職業に就く人には､自らが感染源にならないようはしか(麻しん)や風しんに対

する免疫を持っていることが求められます｡

このような職業に就くために必要な実習への参力0の際に､はしか(麻しん)に対する免疫を持っていることが条件と

なることがありますので､合計2回の予防接種を済ませておくことが大切です｡

また､アメリカの学校では､入学の際に､はしか(麻しん)や風しんの予防接種を2回済ませていることが求められます｡

l外国ではしか(麻しん)になると大変ってほんと?非常に大変です!

アメリカやカナダ､韓国などでは､はしか(麻しん)対策が進み､

｢はしか(麻しん)の患者は国内にはいない｣と宣言しています｡こう

いった国の滞在中にはしか(麻しん)になると､感染の拡大防止のた

め､発症した本人の移動制限だけでなく､同行者の移動も厳しく制

限されることがあります｡



i:]'夢文部利鞘 や 厚生労働省



rはしかにならない､はしかにさせない｣

轟 文部利字省 e)厚生労働省 智 ｡本医師会 UzN-4=-4月17E]スターTLFqlJる9時ITl4月17E]スターTLFqlJる9時ITBS



平成23年9月28日

各都道府県 ･指定都市教育委員会学校保健主管課 御中

文部科学省スポーツ･青少年局学校健康教育課

就学時の健康診断の実施について

就学時の健康診断については､学校保障安全法 (昭和33年法律第56号)､同法施行令 (昭和3

3年政令第174号)､同法施行規則 (昭和33年文部省令第18号)､及び ｢就学時の健康診断の

実施について｣(平成14年3月29日付け13文科ス第489号文部科学省スポーツ･青少年局長

通知の別辞こ1)に基づき､実施するとされているところです｡

今年度につきましても､以下の点にご留意の上､適正に実施されるようお願いします｡

また､都道府県教育委員会におかれましては域内の市区町村教育委員会に対して､本事務連絡に

ついて周知されるよう併せてお願いします｡

記

1.予防接種の状況の確認､及び予防接種を受けていない者に対する指導について

別添のとおり､就学時健康診断票における ｢予防接種｣欄に記載する内容については､保護

者から提供された僻板を記載するものとしているところですが､当該幼児の母子健康手帳もし
くは予防接種済証の提示､またはそれらの該当部分の写しの提出を保護者に求める等､より正

確な情報の把握に努め､予防接種を受けていない者については､就学前に予防接種を受けるよ

う指導を徹底していただくようお願いしますっ

2.就学時の健康診断実施後に､新たに学齢簿に記載された就学予定者について

市町村の教育委員会が定めた就学時の健廉診断の実施日の翌日以降に､新たに学齢簿に記載

された就学予定者が､他の市町村において就学時の健康診断を受けていない場合は､当該予定

者について速やかに就学時の睡康診断を行うものとされているところです (学校保健安全法施

行令弟一条)｡今年度につきましては､東日本大震災の影響でそうした場合が増えることが予測

されますが､適切にご対応いただきますよう､改めてお願いいたします｡なお､平成23年8

月31日付け事務連絡 ｢東日本大震災により被災した児童生徒等に関する就学事務処理上の留

意点について｣につきましても､併せて参照下さい｡

以上

【本件連絡先】

文部科学省:03-5253-4111 (代表)



ロコ
学校保健法施行規則の一部改正等について (抜粋)

13文科ス第489号
平成 14年3月29日

附属学校を置く各国立大学長 .国立久里浜養護学校長

･各都道府県知事 ･各都道府県教育委員会教育長あて

文部科学省スポーツ ･青少年局長通知

記

第- 学校保健法施行規則の一部改正について

三 就学時健康診断票の様式(第一号様式)

(-) ｢主な既往症｣､｢予防接種｣欄に記載する内容については､保護者から提供さ

れた情報を記載するものであり､医師の診察結果の記入欄と分けて､記入しやすく

したこと∩また､就学前に済ませるべき予防接種については､名称を欄中に記載し､

記入もれのないようにしたこと｡

(二) ｢事後措置｣の欄については､就学時の健康診断は確定診断ではないため､再

検査もしくは詳細な検査が必要な場合には､｢その他｣の欄にその旨を記載すること
とし､｢就学義務の猶予又は免除｣､｢盲学校､聾学校又は養護学校-の就学｣の欄

を削除したことO

別紙-

就学時の健康診断の実施について

四 事後措置

市町村の教育委員会は､就学時の健康診断の結果に基づき､担当医師及び担当歯

科医師の所見に照らして､治療を勧告し､保健上必要な助言を行い､及び学校教育

法第二二条第-項に規定する義務の猶予若しくは免除又は盲学校､聾学校若しくは

養護学校-の就学に関し指導を行う等適切な措置をとらなければならないものであ

ること(法第五条)｡

事後措置は､就学時の健康診断の結果を保護者に通知し､その通知においてあわ

せて所要事項を記載して行 うのが適当である｡もとより必要に応じて､保護者と直

接､面会して指導､助言を行うことが必要となる場合もあることD

当該事後措置の留意事項は次のとおりであること｡

【略】
(二) 疾病又は異常を有する者等

疾病又は異常を有する者については､速やかに治療のために必要な医療を受け

るよう勧告し､又は､必要に応じて更に必要な検査を受けるよう指導する｡また､

予防接種を受けていない者には予防接種を受けるよう指導し､発育が順調でない

者､栄養要注意の者等には､その発育､健康状態等に応じて保健上必要な助言を

行う｡



第 1号様式 (用耗 日本工業規格A.4縦型)(第2粂関係)

就 学 時 健 康 診 断 票

健康診断年 月 日

読学予定者 氏 名 性 . BrJl男 女 保護普 氏 名

生 年 月 日 年 月 日生 年 齢 l 現 住 所

現 住 所 就学予定者 と の由 係

主 孝 既 往 歴

予 防 接 種 ポ.)オ BCG 3種混合 (百日咳､ジフテリ7I､破傷風)
しん しん麻疹 風疹 日本脳炎

帯う萱不良栄 養 状 態 肥満傾向 いん耳 鼻 咽 頭 疾 患

箸 柱 皮 ■ 膚 疾 患

胸 郭 歯 鮪う歯敬 乳 歯 処 置

視 力 右 ( ) 未 処 置

左 ( ) 永.久 歯 処 置

聴 力 右 未 処 置
その他の歯の疾病及び異常左

隈の疾病及び異常 くう口 腔 の 疾 病 及 び 異 常

そ の他 の 疾 患及 び 異 常

.担 当 医 師 所 見

担当歯科医師所見

事級措置 治 療 勧 告

就学 に関 し保健上必要な助

そ の 他

備 考

教育委員会名



第8回麻しん対策推進会議
平成23年9月30日

京都市の麻しん対策について

京都市保健衛生推進室,京都市保健所

伊藤 正寛



目的

■集団接種方式によるMRワクチン第3期接種

JMRワクチン第1期,第2期接種率の向上

IP麻しんの検査診断の徹底



平成20年度における麻しん予防接種率(京都市)

100806040200
l ｢

第1期 第2期 第3期 星生国
■京都市 96.2 90.2 / 7訂＼ ′76.9ヽ
□全国 94.3 91.8 ( 85.1 1 L77.3J

I

緊急課題:平成21年-24年第3期,4期接種率の向上



集団接種方式導入への留意点

¶対象者(市立中学校):約10,000人

虻接種会場確保:73市立中学校
B医師確保:のべ約320名
町個別接種と同等の精度管理

r]予診票の確認:保護者と対面できない

虻啓発･個別通知

B必要物品･帳票類の準備

p副反応対策:血管迷走神経反射等

土工
保健部門t医師会t教育委員会との連携



集団接種導入へ向けたプロセス

0年10月

l
･20毒9月

保健福祉局
(保健医療課)

実施マニュアル作成検討会

l
研修牟｣

20車ラ_1.月･.ロ,
Lqt校長会

2-享二一･!二1 2-至:･F ∴
匪 碧 至 P 1-1虎廟 ⇔ 画 画 室画



予 診 票

配布と回収(学校)

亡事前に配布し1週間前までに回収

『チェックし不備があれば保護者へ確認
｢

接種時確認事項

亡保護者署名

亡本人確認

亡麻しん･風しんワクチン未接種者 赤で囲む
⊂アルコール過敏のチェック



MRワクチンに関する通知

1.年度当初:個別+集団接種
2.入学時:日程など

3.接種前:予診票送付

4.未接種者:台帳により個別勧奨
5.接種済証の発行

麻しんに関する啓発

リーフレットの配布,接種会場DVD鑑賞



MRワクチン第3期集団接種

21年 22年

在籍者数 10,560 10,101

学校数 73 71

接種期間 4-11月 4-7月

接種者数 7,-924 7,803



各保健センター別接種者数

北 上京左京中京東山山科下京 南 右京西京伏見

田在籍者数■集団接種者数



22年度

1.0

19.1 4.1

75.0

77.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

□予診票未回収 ■接種希望せず □接種不可 □接種可



接種を希望しなかった理由(平成22年度)

単位 :人
ロ両方に既羅患

□今年度既接種

□今後接種予定

口その他



接種を希望しないその他の内訳(平成22年度)

人数 割合

1.アレルギー ll ll.1%

2_持病､服薬中 8 8.1%

3.他の予防接種を受けている､受ける 5 5_1%

4.医師に止められた 4 4.0%

5_不安､副 反応 14 14.1%

6.今年度以前に接種 23 23.2%

7.麻しん､風しんのどちらかに羅患､接種 4 4.0%

8.その他 25 25.3%

9.未回答 5 5.1%

合計 99 100.0%



副反応

21年度 人数 割合

MR接種者数 7,924

副反応 なし 7,879 99.4%

22年度ー 人数 割合

MR接種者数 7,803

副反応 なし 7,787 99.8%



麻しんワクチン接種率(京都市)

□平成20年度

■平成21年度

口平成22年度

第1期 第2期 第3期 第4期

21年度の増加率1期は1%,2期は3.7%,3期は11.4%(20年度と比較)



MRワクチン第1期,2期に対する啓筆｣

第1期

B各保健センター乳児健診,BCG,ポリオ接種時
のチェックと指導

第2期

劇就学時検診時問診と指導

P保育園におけるチェックと勧奨



検査診断に向けた京都市の取り組み(平成22年度)

盲 都市保健医療課 平成22年5月11日

B検体

■検体採取方法

J]検体保存､搬送方法

皿休日の扱い
虹検査方法

b届出

平成22年11月11日 厚生労働省健康局結核感染症課長通知



riF成22年度京都市における麻しん届出状況
E届出例

発症日 発生届受理日 届出まで日数 分類 年齢 性 ワクチン接種 症状 抗体検査

1 22.3.7 22.3.26 19 検査診断 -54 I 不明 発熱.発疹 ⅠgM

¶取り下げ例

届出まで日数 分類 年齢 性 罷患 ワクチン 症状 抗体検査 検体 PCR

1 12 修飾麻しん 1 f - 発熱,咳,鼻水,結膜充血,発疹 tgM2.19 Th,B,U 取り下げ

2 ll 検査診断 36 f - + 発熱,発疹 IgM3.76 Th.U - 取り下げ

3 ll 修飾麻しん 36 f + 発熱,頭痛.関節痛 ⅠgM2.67 Th,B,∪ - ･取り下げ

4 6 岳床診断 52 m + - 発熱,発疹,咽頭炎 lgG30.1 Th,B,U - 取り下げ

5 3 修飾麻しん 13 m + + 発熱,結膜充也,発疹 lgMO.561.2 Th,B.U - 取り下げ



麻しん届出数(京都市)
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まとめ

砧京都市は平成21年度からMRワクチン第3期に

市立中学校において集団接種方式を導入した

砧集団接種には行政(保健センター等,医師会,教育

委員会･学校との連携による周到な準備が必要で

ある

砧血管迷走神経反射など重篤な副反応は認められ

なかった

砧22年度は1期,2期,3期の接種率は95%以上

鈍麻しん検査診断の徹底が重要



関係組織

■京都市学校医会

■京都市市医会

■京都府医師会感染症対策委員会

『京都府医師会乳幼児保健委員会

■京都市教育委員会体育健康教育室

■京都市中学校長会
■京都市立各中学校

■京都市保健衛生推進室保健医療課

■京都市各保健センター
■京都市衛生環境研究所
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